
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る
説
話
定
着
の
一
方
法

-
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
の
関
係
卜

村

信

治

t
　
は
じ
め
に

「
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
今
昔
物
語
集
が
依
拠
し
た
の
は
単
な
る
和
訳

本
大
唐
西
城
記
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
、
旅
行
見
聞
記
と
し
て
の
原
姿
を

ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
、
説
話
部
の
み
を
和
訳
抄
出
し
詔
と
し
て
の
ま
と
ま
り

と
体
裁
を
撃
え
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
-
中
略
I

も
う
そ
れ
を
説
話
集
、
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
資
料
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
て
」

右
は
、
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
の
関
係
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
最

も
信
頼
で
き
る
見
解
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
次
の
七
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
2

の
大
唐
西
域
記
を
出
典
と
す
る
本
集
説
話
は
和
文
脈
の
要
素
が
ま
さ
っ
て
い
句

の
本
集
中
の
大
唐
西
域
記
関
係
語
に
は
仮
名
書
自
立
語
が
頻
用
さ
れ
て
い
毎

川
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
に
は
プ
ロ
ッ
ト
・
描
写
に
相
当
の
距
離
が
あ
り
、

そ
の
臣
崇
は
出
典
関
渾
切
確
実
視
さ
れ
る
文
献
を
承
け
た
場
合
に
生
ず
る
距

4

崇
と
は
男
を
異
に
す
,
句

初
志
隻
語
に
は
大
店
西
域
記
と
の
構
成
・
文
脈
・
素
材
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

學
竃
が
大
店
西
妓
記
に
直
接
依
拠
し
た
と
す
れ
ば
到
底
生
ず
る
は
ず
の
な
い

鋭
監
が
散
見
す
る
。

の
大
要
白
雲
記
を
源
泉
と
す
る
本
笑
話
に
地
理
的
説
明
を
著
し
く
簡
略
化
し
た

も
の
が
多
い
。

∽
大
寧
日
域
記
を
源
泉
と
す
る
本
集
話
の
う
ち
、
巷
四
第
2
5
詔
と
巻
五
男
1
詔

は
そ
れ
ぞ
れ
宇
治
拾
迫
物
語
1
3
・
9
1
話
と
母
胎
を
共
通
に
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
判
断
を
ふ
ま
え
て
、
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
の
中
間
媒
体

の
姿
は
、
大
店
西
域
記
に
増
補
・
改
変
・
整
形
を
加
え
た
、
お
そ
ら
く
は
法
相
宗
に
綾

の
深
い
者
の
手
に
な
る
資
料
(
但
し
、
こ
れ
を
今
昔
物
語
集
編
者
の
依
拠
資

l



5

料
と
し
て
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
指
躇
さ
れ
て
い
る
て
)

で
あ
る
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
御
所
論
は
全
面
的
に
首
肯
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
昔
物
語

集
編
者
は
、
確
か
に
、
大
唐
西
域
記
か
ら
説
話
を
直
接
蒐
集
し
収
録
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
法
相
宗
に
縁
の
深
い
者
の
手
に
な
る
原
資
料
、
或
い

は
そ
れ
を
承
け
た
説
話
資
料
に
採
ら
れ
て
い
た
、
大
唐
西
域
記
所
収
原
話
の
姿

を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
形
の
説
話
に
、
編
者
は
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
。

で
は
、
今
昔
物
語
集
編
者
に
と
っ
て
大
唐
西
城
記
は
何
等
関
係
を
も
た
な
い

文
献
で
あ
っ
た
か
。
私
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
如
上
の
細
説
を
全
面
的
に
認
め

た
上
で
、
本
稿
で
は
、
大
唐
西
域
記
が
編
者
に
注
記
用
文
献
と
し
て
用
い
ら
れ

た
可
能
性
を
検
討
す
る
。
そ
こ
に
今
昔
物
語
集
編
者
の
説
話
定
着
の
際
の
手
法

を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
、
1

2
.
巷
五
第
別
語
末
尾
段
落
の
異
質
性

今
昔
物
語
集
巻
五
「
天
竺
林
中
盲
象
、
為
母
数
孝
語
第
二
十
六
」
は
次
の
よ

う
な
話
で
あ
る
。
(
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
段
落
の
切
り
方
に
従
い
、
段
落

こ
と
の
梗
概
で
示
す
旬
以
下
同
様
に
す
る
。
)

の
天
竺
の
一
林
中
に
子
象
が
盲
目
の
母
象
の
世
話
を
し
て
暮
し
て
い
た
。

の
あ
る
時
、
そ
の
林
中
に
迷
っ
た
男
を
子
象
は
助
け
た
が
、
男
は
国
王
に
香
象

の
林
中
に
い
る
由
報
告
し
て
捕
獲
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

㈲
子
象
は
捕
え
ら
れ
た
が
水
・
草
を
食
べ
ず
、
そ
れ
を
怪
ん
で
問
う
王
に
盲
目

の
母
象
の
こ
と
を
話
し
た
。
王
は
そ
れ
を
憐
ん
で
子
象
を
林
中
に
放
し
た
。

m
詰
末
注
記
文
　
の

本
壽
は
大
唐
西
城
記
巻
九
犀
伽
(
掲
)
陀
国
下
条
所
収
の
一
説
話
を
源
泉
と

す
る
。
本
詔
を
引
く
関
係
説
話
は
他
に
金
言
類
衆
抄
肇
一
十
四
「
香
象
子
養
母

事
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
く
ら
か
の
省
筆
を
含
み
つ
つ
源
泉
を
直
訳
し
た
叙

述
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
書
の
編
集
方
針
に
基
く
も
の
と
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
今
昔
物
語
集
詔
の
場
合
に
は
、
源
泉
説
話
と
の
叙
述
の
対

応
が
疎
で
あ
る
段
落
と
密
で
あ
る
段
落
と
の
二
様
相
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、

の
・
の
・
㈲
段
落
に
お
い
て
本
集
詔
叙
述
は
加
筆
を
伴
な
う
意
訳
し
た
語
り
口

で
あ
り
、
㈲
段
落
は
直
訳
的
な
対
応
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
の
・
の
・
①
段
落
を
検
討
す
る
。

‖
・
の
・
⑪
段
落
に
お
け
る
今
昔
物
語
集
詔
の
叙
述
を
詳
細
に
源
泉
説
話
と

比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
多
く
の
加
筆
・
変
改
が
見
出
さ
れ
る
。

2

-
-

の
今
昔
、
天
竺
二
一
ノ
林
有
り
。
其
ノ
林
ノ
中
三
ノ
盲
タ
ル
母
象
有
ケ
リ
。

一
ノ
子
ノ
象
有
テ
、
其
ノ
母
ノ
盲
ニ
シ
テ
行
ク
車
モ
元
ク
テ
居
タ
ル
ヲ
養
ヒ

ケ
リ
e
　
粟
・
疏
ヲ
求
テ
合
食
メ
、
活
キ
水
ヲ
汲
テ
令
飲
ム
。
(
以
上
の
段
落
)

如
此
ク
等
テ
年
来
ヲ
経
ル
程
ニ
、
一
人
ノ
人
有
テ
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

(
…
‥
・
其
母
盲
也
。
採
戴
根
汲
清
鶴
恭
行
孝
養
輿
時
推
移
。
属
有
一
人

遊

林

…

…

‥

。

)

こ
れ
は
本
詰
冒
頭
の
比
較
資
料
で
あ
る
が
、
傍
線
部
分
に
加
等
を
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
前
者
の
加
重
は
資
料
的
に
引
く
部
分
に
変
改
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
後
者
の
加
筆
は
説
明
的
加
筆
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
源
泉
の
波
線
部
か

ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
を
対
照
す
れ
ば
文
脈
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と



が
セ
き
る
。

伺
此
ノ
象
′
子
、
此
ノ
人
ノ
道
二
迷
ヘ
ル
ツ
見
テ
、
哀
ビ
ノ
心
ヲ
敬
ソ
テ
遺
ヲ

こ
れ
は
今
昔
物
語
処
所
収
議
を
そ
の
依
拠
説
話
と
比
較
し
て
見
る
時
の
】
般
で

あ
る
会
話
文
の
加
筆
。

教
へ
テ
返
シ
送
リ
ツ
。

H
象
答
テ
云
ク
、
「
我
が
母
、
盲
シ
タ
ル
ニ
依
テ
行
ク
等
元
シ
。

然
レ
.
ハ
年
来
、

(
象
手
間
而
慰
焉
導
之
。
.

以
示
伺
路
。
)

我
ガ
養
フ
ニ
依
テ
命
ヲ
持
ツ
。
而
ル
ニ
、
カ
ク
被
捕
ヌ
レ
.
ハ
、
母
ハ
、
養
フ

こ
こ
の
「
見
」
　
(
聞
)
の
相
違
は
次
に
示
す
道
に
迷
っ
た
男
の
描
写
の
異
な
り

(
傍
線
部
ヽ

H
一
人
ノ
人
有
テ
此
ノ
林
ノ
中
二
入
テ
忽
二
道
二
迷
テ
出
ル
事
ヲ
不
得
ズ
シ
テ
、

悲
ビ
歎
ク
事
発
願
シ
。

(
属
有
一
人
遊
林
迷
路
。
彷
捜
往
来
悲
号
働
巽
。
)

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
組
齢
と
い
え
る
。
「
道
ヲ
教
へ

テ
返
シ
送
リ
ツ
」
で
の
対
応
関
係
は
意
訳
と
見
て
お
く
。

者
元
ク
シ
テ
日
東
二
成
ヌ
レ
.
ハ
、
定
メ
テ
餓
ヌ
ラ
ム
。
比
レ
ヲ
思
フ
こ
、
悲

ビ
ノ
心
深
シ
。
我
レ
、
何
デ
カ
水
・
草
ノ
食
ヲ
嘲
ハ
ム
」
ト
申
ス
時
こ
、

(
象
子
日
。
我
母
盲
冥
累
日
飢
喝
今
見
幽
危
拒
結
け
食
。
)

こ
れ
は
加
筆
(
傍
線
部
)
と
意
訳
の
例
で
あ
る
。
こ
の
説
明
的
な
加
筆
は
資
料

的
の
後
者
と
呼
応
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

川
国
王
、
此
レ
ヲ
閤
テ
哀
ノ
心
ヲ
鼓
シ
テ
象
ヲ
放
チ
追
ツ
。
象
、
寧
7
林
二
返
ヌ
。

(
王
悠
其

故
遂
放
↓
㌔
)
　
　
　
　
　
、

⇔
国
王
、
此
ノ
専
ヲ
聞
テ
自
ラ
軍
ヲ
引
将
テ
彼
ノ
林
二
行
給
フ
。
此
ノ
申
ス
人

ヲ
指
南
ニ
テ
行
テ
象
ヲ
狩
ル
。
此
ノ
人
、
象
ノ
有
ル
所
ヲ
楷
テ
王
二
申
ス
。

ヽ

/

,

　

,

.

ヽ

(
王
的
其
言
興
兵
往
狩
。
是
人
前
導
指
象
示
毛
)

全
体
に
小
さ
な
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
源
泉
の
波
線
部
と
本
集
詔
の
傍
線

部
と
の
間
に
文
脈
上
の
変
改
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
蹄
の
対
応
関
係
は
㈲
段
落

中
に
も
指
摘
で
き
る
も
の
で
、
本
話
に
つ
い
て
の
比
較
結
果
に
お
け
る
一
傾
向

と
い
っ
て
よ
い
。

銅
痕
ノ
者
、
此
レ
ヲ
見
テ
佐
ム
デ
、
国
ノ
王
二
申
ス
、
「
此
ノ
象
、
水
・
草
ヲ

不
食
ズ
」
ト
。
国
王
、
白
ラ
象
ノ
所
二
行
テ
此
ノ
事
ヲ
問
給
フ
、
「
汝
ヂ
何

ナ
レ
.
ハ
水
・
草
ヲ
不
良
ザ
ル
ゾ
」
ト
。

(
典
庭
者
以
喝
王
遂
戎
問
之
こ

源
泉
の
波
線
部
に
対
応
す
る
傍
線
部
は
一
つ
の
変
改
と
見
ら
れ
よ
,
㌔
傍
線
部

後
者
は
加
筆
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
の
・
の
・
㈲
段
落
に
お
け
る
本
集
謡
と
源
泉
と
の
叙

述
の
対
応
関
係
の
あ
り
様
に
は
、
前
節
で
示
し
た
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集

の
直
接
関
係
を
否
定
す
る
諸
理
由
の
内
、
紬
(
両
者
間
で
の
描
写
に
お
け
る
距

離
)
・
囲
(
文
脈
の
相
違
)
・
㈲
(
組
結
)
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
本
誌
が
大
唐
西
域
記
に
直
接
取
材
し
た
こ
と
を
否
定
す
る
証
左
と
な

る
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
、
本
話
冒
頭
の
記
述
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
亀
即
ち

の
今
昔
、
天
竺
三
ノ
林
有
り
。

と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
地
理
的
説
明
が
見
ら
れ
な
い
。
(
「
天
竺
こ
」
は
地
理

的
説
明
と
認
め
な
い
。
)
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
は
、

3
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用
今
昔
、
天
竺
ノ
乾
階
羅
国
二
大
王
有
り
、
披
斯
利
迦
王
ト
云
フ
。
(
巻
四
第

1
6
謡
)

と
い
う
形
で
地
理
的
記
載
が
行
な
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
異

例
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
お
い
て
も
大
唐
西
城
記
と

今
昔
物
語
集
の
直
接
関
係
を
否
定
す
る
理
由
(
㈲
)
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
そ
の
検
討
の
結
果
は
、
‖
・
の
・
①
段
落
で
構

成
さ
れ
る
本
誌
の
中
心
説
話
叙
述
が
大
唐
西
域
記
を
直
接
翻
訳
・
翻
案
し
た
も

の
と
い
う
よ
り
大
唐
西
域
記
と
本
集
と
の
中
間
媒
体
で
あ
る
「
旅
行
見
聞
記
と

し
て
の
原
姿
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
、
或
話
部
の
み
を
和
訳
抄
出
し
話
と
し

て
の
ま
と
ま
り
と
体
裁
を
準
え
た
も
の
」
に
依
拠
し
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
・
ろ

・
次
に
㈹
段
落
を
見
る
。

㈹
段
落
は
川
・
の
・
⑪
段
落
と
異
な
り
源
泉
の
叙
述
と
直
訳
的
な
対
応
を
も

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ノ
象
ノ
子
ト
云
ハ
今
ノ
釈
迦
仏
二
在
マ

ヲ
渡
テ
大
ナ
ル

ノ
中
二
卒
都
婆
有
リ

崩
最
上
舶
錮
調

へ
タ
ル
ト
ヤ
。

-
引
剤
吋
辞
別
封
瑚

修
菩
薩
行
為
香
象
子
。
)

②
・
③
・
④
文
は
直
訳
的
な
対
応
で
あ
る
。
⑤
文
は
説
話
末
文
と
し
て
の
変
改

が
加
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
I
λ
Y
の
文
は
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
前
生
譚
・
本

生
譚
を
語
る
説
話
に
お
け
る
こ
の
一
文
の
文
型
・
位
置
に
統
一
す
る
変
改
で
あ

る
。撃
言
は
要
す
ま
い
。
‖
・
の
・
㈲
段
落
に
お
け
る
源
泉
と
の
対
応
の
あ
り
様

に
比
べ
て
㈹
段
落
が
直
訳
的
な
対
応
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
㈹
段
落
が
源
泉
と
こ
の
よ
う
な
密
な
対
応
を
も
っ
て
い
る
事
実

に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
‖
・
の
・
㈲
段
落
の
検
討
に
お
い

て
、
そ
の
比
較
結
果
に
基
き
、
そ
れ
ら
の
本
集
話
叙
述
が
大
唐
西
城
記
に
直
接

す
る
も
の
で
な
く
両
者
の
中
間
媒
体
た
る
説
話
資
料
に
依
拠
し
た
も
の
と
推
定

し
て
お
い
た
。
で
は
こ
の
㈹
段
落
も
そ
の
依
拠
資
料
に
あ
っ
た
叙
述
の
姿
で
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く
、
説
話
内
容
叙
述
の
主
要
部
で
あ
る
‖
・
の
・
㈲

段
落
と
詔
末
注
記
部
分
で
あ
る
㈹
段
落
と
に
お
け
る
、
こ
の
源
泉
と
の
対
応
の

あ
り
様
の
異
質
性
に
注
目
し
て
、
そ
れ
の
含
み
持
つ
意
味
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
す

る
。
巻
五
第
2
6
詔
の
類
似
例
は
巻
四
第
4
話
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
。

な
お
、
㈹
段
落
に
対
応
す
る
源
泉
叙
述
と
し
て
引
い
た
部
分
は
、
大
唐
西
域

記
の
当
該
記
苺
の
冒
頭
に
あ
り
、
「
居
北
山
中
退
此
池
測
」
を
挟
ん
で
資
料
の

の
引
用
に
接
続
す
る
。

3
.
巻
四
第
4
話
諸
段
落
の
性
格

今
昔
物
語
集
巻
四
「
輸
血
革
淀
太
子
、
扶
限
依
法
力
得
眼
語
第
四
」
は
、
継
母

の
邪
恋
を
斥
け
た
為
に
憎
ま
れ
た
拘
軍
産
太
子
が
そ
の
好
計
に
失
眼
す
る
が
放

浪
の
末
父
王
と
再
会
し
説
法
聴
聞
の
人
の
涙
で
開
眼
す
る
話
で
あ
る
。
日
本
古

典
文
学
大
系
の
段
落
に
従
え
ば
、
説
話
内
容
を
叙
述
す
る
の
て
㈹
段
落
と
そ
の

語
末
薗
記
で
濁
る
m
段
落
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
大
唐
西
域
記
巻
三
唱
叉
始
権
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国
条
に
見
え
る
一
説
話
を
源
泉
と
す
る
が
、
、
、
そ
れ
を
今
昔
物
語
集
話
の
底
接
依

拠
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
話
の
関
係
説
話
は
法
苑
珠
林
・
経
律
異
相
に
も
見
え
て
い
る
が
、
一
そ
れ
ら

は
と
も
に
阿
育
王
経
を
原
拠
と
し
た
も
の
で
、
説
話
内
容
も
本
集
話
の
の
～
㈹

段
落
に
相
当
す
る
部
分
し
か
な
い
。
本
朝
の
説
話
資
料
で
は
宝
物
集
二
二
国
伝

記
に
こ
の
謡
が
あ
る
。
三
国
伝
記
の
は
本
集
議
と
β
周
に
多
く
の
相
違
点
を
も

7

ち
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宝
物
集
で
の
記
勒
ば
、

倶
那
羅
太
子
の
ま
な
こ
を
く
じ
る
と
云
は
、
阿
育
王
の
き
さ
き
、
ま
ゝ
子
の

く
な
ら
太
子
を
お
も
ひ
か
け
給
ふ
て
、
太
子
か
た
く
辞
し
申
給
ふ
に
よ
り
て
、

°

ふ
た
つ
の
ま
な
こ
を
く
じ
り
給
ふ
老
な
り
。

と
い
う
短
い
も
の
で
、
推
察
の
城
を
出
な
い
が
こ
れ
も
本
集
謡
の
〓
～
㈹
段
落

を
ふ
ま
え
た
要
約
と
見
ら
れ
る
。

関
係
説
話
が
い
ず
れ
も
の
～
㈲
段
落
を
説
話
内
容
と
す
る
話
で
あ
る
と
い
う

右
の
事
実
は
一
見
と
も
に
の
～
㈹
段
落
の
説
話
内
容
を
も
つ
本
集
詰
・
大
唐
西

域
記
聞
の
近
さ
を
意
味
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
両
者
間
の
叙
述
の
対
応

の
あ
り
様
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。

説
話
内
容
の
叙
述
部
分
で
あ
る
の
～
和
段
落
に
つ
い
て
大
唐
西
城
記
話
と
比

較
す
る
と
、
の
～
㈹
段
落
が
疎
な
対
応
を
示
し
細
・
㈹
段
落
が
密
な
甘
応
を
示

㌔
更
に
〓
～
㈹
段
落
に
つ
い
て
詳
細
に
見
る
と
、
.
大
唐
西
域
記
よ
り
法
苑
珠

林
・
経
律
異
相
の
叙
述
内
容
の
方
が
本
集
詔
に
近
い
場
合
が
見
出
せ
る
。
例
え○

ば
、
太
子
が
父
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
国
の
名
を
比
べ
て
見
る
と
、
本
集
(
=
徳

0

叉
P
羅
)
、
法
苑
珠
林
甘
酢
叉
P
羅
)
、
経
律
異
相
甘
槙
叉
戸
羅
)
、
大

唐
眉
忍
甘
軸
叉
始
準
と
な
触
ヌ
∵
太
子
雰
王
や
俄
に
着
い
て
琴
を

引
く
場
面
(
椚
段
落
)
　
で
は
、

的
カ
、
ル
程
ニ
、
.
太
子
、
父
ノ
大
王
ノ
宮
二
自
然
ラ
迷
ヒ
至
レ
リ
。
何
コ
ト
モ

不
知
ズ
、
象
ノ
屈
二
立
寄
タ
ル
こ
、
人
有
テ
、
見
レ
.
ハ
、
女
二
破
曳
l
三
人

ノ
盲
タ
ル
人
有
㌔
如
比
キ
流
浪
シ
給
フ
程
二
様
モ
硬
レ
形
モ
衰
へ
給
ヒ
ニ

0
0
0

ケ
レ
.
ハ
、
更
二
宮
ノ
人
、
太
子
ト
云
フ
書
ヲ
不
思
懸
ズ
、
象
ノ
践
二
宿
シ
蒐

0

夜
二
臨
二
琴
ヲ
曳
ク
。

・
大
唐
西
域
記
=
(
乞
式
日
済
)
流
離
展
転
至
父
都
喝
其
妻
告
日
。
此
是
正

喝
嗟
乎
飢
寒
艮
竜
昔
為
王
子
今
作
乞
人
。
頗
得
聞
知
。
重
申
先
考
珂

0

是
謀
計
入
王
内
転
㍗

於
夜
後
分
拉
対
清
風
。
長
囁
悲
吟
肇
僚
鼓
和
。

・
法
苑
疎
林
=
(
夫
婦
相
将
弾
琴
歌
乞
以
自
存
猛
U
)
展
転
而
行
U
帰
還
本
国
。

0
0
　
　
　
　
　
　
　
0

欲
入
王
亀
川
刃
約
引
「
l
珊
到
咽
州
剰
矧
刊
喝
向
暁
弾
冤
自
宣
苦
驚

・
繹
律
異
相
=
(
鳩
那
羅
共
其
婦
。
従
徳
叉
戸
羅
国
選
阿
育
王
所
。
二
人
生
来

未
曽
履
地
。
其
身
軟
弱
不
堪
作
考
鳩
郡
羅
善
於
鼓
琴
。
復
能
歌
吹
。
随
其

51

本
路
乞
食
済
命
。
)
漸
漸
遊
行
至
於
本
国
。
欲
入
官
門
U
時
守
門
人
。
不
聴

0　0　0　　　　　　　　　　　　0

革
穐
　
既
不
得
前
而
復
罵
出
往
車
馬
喝
　
於
後
夜
中
鼓
琴
両
歌
。

と
あ
っ
て
、
大
唐
西
域
記
と
遠
く
法
苑
珠
林
と
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
外
、

父
王
が
事
の
真
相
を
知
っ
て
継
母
を
殺
そ
う
と
す
る
の
を
太
子
が
制
止
す
る
場

面
(
Ⅵ
段
落
)
で
も
、
大
唐
西
城
記
に
は
「
其
王
心
知
継
室
為
不
軌
也
。
無
所

究
察
便
加
刑
辟
　
」
と
あ
っ
て
制
止
し
た
こ
と
は
見
え
な
い
が
、
法
苑
疎
林
・

経
律
異
相
に
そ
れ
が
見
え
る
。
さ
ら
に
継
母
の
名
「
帝
戸
羅
叉
」
が
法
苑
珠
林

(
=
「
帝
失
羅
叉
」
)
に
だ
け
見
出
せ
る
な
ど
、
本
集
話
は
大
唐
西
域
記
・
法



苑
珠
林
・
繹
律
異
相
の
三
者
が
混
合
し
た
叙
述
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
事
実
を
編
者
の
三
者
校
合
に
よ
る
説
話
形
成
と
解
す
る
の
は
適
当
で
な

い
。
の
～
㈹
段
落
に
は
三
者
の
い
ず
れ
と
も
対
応
を
持
た
ず
、
し
か
も
編
者
の

営
為
を
考
え
る
こ
と
も
難
か
し
い
部
分
が
あ
る
。
太
子
へ
の
恋
慕
の
心
を
拒
絶

さ
れ
た
継
母
が
謀
計
を
め
ぐ
ら
す
場
面
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
で
は
継

母
が
父
王
に
、

例
此
ノ
太
子
ハ
我
レ
ヲ
思
ヒ
懸
タ
ル
鴨
大
王
速
二
其
ノ
心
ヲ
得
給
テ
太
子
ヲ

誠
メ
給
ベ
シ

と
詭
言
し
、
そ
れ
を
「
此
レ
定
メ
テ
后
ノ
逸
謀
也
」
と
看
破
っ
た
父
王
が
太
子

を
徳
又
戸
羅
国
に
免
が
れ
さ
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
大
唐
西
域
記
で
は
、
継
母

は
「
我
国
の
要
地
た
る
喧
叉
始
羅
国
の
統
治
は
仁
孝
の
聞
え
高
い
太
子
を
お
い

て
任
す
べ
き
人
は
お
り
ま
す
ま
い
」
と
進
言
し
、
そ
れ
を
喜
ん
だ
父
王
が
派
遣

し
た
と
い
う
恰
好
で
あ
る
。
又
法
苑
珠
林
・
経
律
異
相
は
彼
国
で
起
っ
た
暴
乱

の
鎮
圧
に
父
王
が
太
子
を
遣
わ
し
た
と
し
て
い
る
。
諸
原
典
と
今
昔
物
語
集
話

と
の
問
の
組
齢
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
外
、
太
子
の
眼
を
換
ら
せ
る
場
面
展
開
、

父
王
に
事
の
貫
相
が
知
れ
る
い
き
さ
つ
、
な
ど
多
く
本
集
と
諸
原
典
と
の
直
接

関
係
を
否
定
す
る
材
料
は
見
出
さ
れ
る
。

こ
こ
で
考
え
あ
わ
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
宝
物
集
の
記
述
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
本
集
話
の
〓
～
㈹
段
落
の
話
材
を
要
約
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、
こ
れ
が
今
昔
物
語
集
成
立
当
時
の
拘
那
羅
太
子

説
話
の
流
布
し
て
い
た
形
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ま
考
察
を
経
て
き
た

よ
う
な
三
原
典
詔
を
混
合
し
た
姿
を
今
昔
物
語
集
謡
が
も
っ
て
い
る
事
実
は
、

そ
の
推
測
を
一
層
強
く
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
昔
物
語
集
巻
四
第
4

話
の
の
～
㈱
段
落
は
諸
原
典
を
離
れ
て
一
説
話
を
形
成
し
て
い
た
拘
那
羅
太
子

説
話
を
踏
ま
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

巻
四
第
4
話
の
㈹
・
和
段
落
が
大
唐
西
域
記
計
と
緊
密
な
対
応
を
も
つ
こ
と

は
次
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
嬰
沙
大
阿
羅
漢
に
父
王
が
太
子
の
復
明

を
甲
っ
こ
と
ば
(
佃
授
落
)
。

∽
願
ク
ハ
聖
人
、
慈
悲
ヲ
以
テ
我
が
子
ノ
拘
那
羅
太
子
ノ
眼
ヲ
本
ノ
如
ク
ニ
令

得
メ
給
へ

(
唯
願
慈
悲
令
得
復
唄
U
)

そ
し
て
大
阿
羅
漢
の
誓
願
の
こ
と
ば
(
㈹
段
落
)
。

拗
凡
ソ
我
が
説
ク
所
ノ
法
ハ
諸
仏
ノ
至
レ
ル
理
也
)
　
理
、
若
シ
不
実
ナ
ラ
ズ
シ

テ
説
ク
所
二
批
謬
有
ラ
.
ハ
、
此
ノ
軍
ヲ
不
得
ジ
。
若
シ
実
有
ラ
バ
、
頗
ク
ハ
　
1
6

此
ノ
衆
ノ
涙
ヲ
以
テ
彼
ノ
盲
シ
タ
ル
眼
ヲ
洗
ハ
ム
ニ
、
明
ナ
ル
事
ヲ
得
テ
、
一

見
ル
事
、
本
ノ
如
ラ
ム

(
凡
吾
所
説
諸
仏
至
理
。
理
若
不
買
説
有
批
喝
斯
則
巳
考
如
其
不
知
。

顧
以
衆
涙
洗
彼
青
眼
。
眼
得
復
明
明
視
如
篭
)

こ
の
近
似
す
る
叙
述
が
両
者
の
直
接
交
渉
を
意
味
す
る
の
か
、
或
い
は
前
述
の

流
布
説
話
型
(
の
～
㈱
段
落
の
部
分
)
と
つ
な
が
っ
て
本
集
依
拠
資
料
に
あ
っ

た
も
の
か
、
こ
こ
で
は
断
言
を
避
け
て
、
の
～
㈲
段
落
に
お
け
る
源
泉
と
の
対

応
と
そ
れ
が
質
を
異
に
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
く
P

さ
て
・
、
次
に
説
話
末
注
記
部
分
で
あ
る
㈹
段
落
を
見
る
。
.

腑
段
落
の
説
話
末
注
記
は
そ
の
注
記
内
容
に
よ
っ
て
二
つ
に
区
別
で
き
る
。



一
つ
は
相
段
落
に
入
れ
て
も
差
支
え
.
な
い
も
の
で
∵
説
話
内
容
の
後
月
詔
で
満

′

・

く

ー

.

る
O
.
・

帥
其
ノ
後
、
大
臣
・
.
首
官
ヲ
召
テ
、
或
ハ
宮
ヲ
退
ケ
、
或
ハ
過
失
ヲ
免
シ
、
或

ハ
外
国
へ
遷
シ
、
或
ハ
命
ヲ
断
ツ
。

(
王
及
責
彼
輔
臣
詰
諸
僚
佐
U
或
瓢
或
放
或
遷
或
死
V
)

こ
れ
を
㈲
・
㈹
段
落
と
同
様
直
訳
的
1
£
対
応
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
一
つ
の
説
話
末
注
記
は
巷
五
第
2
6
話
の
そ
れ
と
同
様
地
理
的
説
明
を
主

ノ
太
子
ノ
眼
ヲ
扶
シ
所
ハ
、

東
南
ノ
山
ノ
北
也
。

4
叫
1
-
へ
劃
嘲
矧
引
m
叫
引
引
。

ノ
後
、
国
二
盲
人
有
レ

.
ハ
、
此
ノ
率
堵
婆
二
祈
請
ス
ル
ニ
、
皆
明
カ
ニ
成
テ
本
ノ
如
ナ
ル
事
ヲ
得
ト

外
東
南
南
山
之

卒
堵
婆
。

為
継
母
所
謎
挟
目
之
仇
勺

①
・
⑧
に
お
け
る
対
応
の
複
雑
さ
は
こ
こ
か
地
理
的
注
記
で
あ
る
ほ
こ
ろ
か
ら

9

く
る
も
の
で
、
両
者
の
近
さ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
て
そ
れ
ど
こ

0

ろ
か
、
源
泉
①
の
「
城
」
を
「
徳
叉
戸
羅
国
」
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
(
そ

の
表
記
か
ら
本
話
が
一
般
流
布
説
話
を
踏
襲
し
た
の
～
㈱
段
落
の
部
分
と
こ
こ

と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
流
布
説
話
に
基
き
源
泉
の
「
城
」
を
解
釈

し
た
の
で
あ
る
。
)
、
③
「
百
余
尺
」
を
換
算
し
た
あ
た
り
を
見
る
と
、
両
者

の
近
さ
は
自
ず
か
ら
察
せ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
巻
四
第
4
話
に
お
け
る
大
唐
西
域
記
と
本
業
話
と
の
叙
述
対
応
の
あ

り
様
を
検
討
ん
た
。
そ
の
緒
果
∵
前
節
の
巷
五
男
五
詔
と
同
様
、
説
話
内
容
叙

述
部
分
と
説
話
末
注
記
部
分
と
が
源
泉
と
の
叙
述
対
応
の
あ
り
枝
に
質
的
相
違

を
も
つ
点
が
指
摘
で
き
よ
・
ろ
さ
ら
に
、
本
誌
で
は
、
説
話
内
容
叙
述
部
分
に

つ
い
て
も
、
流
布
説
話
を
踏
盛
し
た
と
見
ら
れ
る
㈹
～
㈹
段
落
と
大
唐
西
城
記

に
近
似
す
る
叙
述
を
も
つ
⑪
・
㈹
段
落
と
の
異
相
が
見
出
せ
る
点
に
注
意
す
べ

き
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
も
、
説
試
乗
注
記
二
種
中
後
者
に
対
応
す
る
と
し
て
引
い
た

大
唐
西
域
記
の
叙
葵
飼
)
は
、
同
記
当
該
記
事
の
冒
頭
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

A
　
大
唐
西
域
記
源
泉
話
に
見
ら
れ
る
「
異
質
性
」
の
検
討

大
唐
西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔
物
語
集
話
の
う
ち
、
源
泉
叙
述
と
の
対
応

の
仕
方
の
異
質
な
部
分
が
一
説
話
中
に
共
存
し
て
い
る
場
合
を
、
二
師
に
わ
た

っ
て
述
べ
た
。
こ
の
異
質
性
に
つ
い
て
、
特
に
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
理
由
に
つ

い
て
以
下
考
え
る
。

右
に
見
て
き
た
異
質
性
を
考
え
る
上
で
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

そ
れ
が
「
旅
行
見
聞
記
と
し
て
の
原
姿
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
」
説
話
資
料

に
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
説
話
内
容
叙
述
部
分
(
意
訳
的
)
と
源
泉
記
事
冒
頭

の
叙
述
を
以
っ
て
し
た
説
話
末
注
記
部
分
(
直
訳
的
)
と
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
注
記
部
分
が
地
理
的
説
明
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
点
で
あ
る
。

今
昔
物
語
集
が
詔
の
時
代
・
舞
台
・
登
場
人
物
に
正
確
を
期
し
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
説
話
の
舞
台
-
地
名
-
は
ふ
つ
う
そ
の
冒
頭
に
資
料
川
の

7
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よ
う
に
記
さ
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
。
l
方
大
店
西
城
記
は
玄
奨
三
蔵
の
旅
行

見
聞
記
で
あ
り
、
道
中
通
過
し
た
国
と
と
に
そ
の
地
に
ま
つ
わ
る
仏
教
的
色
彩

の
濃
い
話
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
居
西
域
記
は
今
昔
物
語
集
の
方

針
に
と
っ
て
好
都
合
の
書
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
庸
西
域
記
を
源

泉
と
す
る
今
昔
物
語
集
話
に
は
地
理
的
記
載
の
方
針
を
逸
脱
し
た
場
合
が
多
い
。

地
理
的
記
載
を
冒
頭
に
も
つ
説
話
-
巻
一
男
率
話
、
巻
三
第
7
話
、
巻
四

男
1
6
・
1
7
・
2
5
・
2
6
・
2
7
話
、
巻
五
男
1
7
話
　
(
巻
三
第
1
1
詔
)

地
理
的
記
載
を
冒
頭
以
外
に
も
つ
説
話
-
巻
三
男
8
話
、
巻
四
第
4
話
、

巻
五
男
1
・
2
・
2
6
話

地
理
的
記
載
を
も
た
な
い
説
話
-
巻
四
第
5
・
1
1
・
1
2
話
、
巻
五
男
1
3
・

2
7
詰

こ
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
森
正
人
氏
が
、

地
理
的
説
明
の
略
化
は
今
昔
物
語
集
の
段
階
で
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
依

拠
資
料
の
限
定
を
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

0

と
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
包
や
は
り
、
今
昔
働
語
集
が
直
接
依
拠
し
た
資

料
で
地
理
的
記
故
が
略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
見
た
巷
四
第
4
謡
・
巻
五
男
2
6
詔
の
場
合
、
そ
の
冒
頭
に

地
理
的
記
載
が
な
い
。
森
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
「
依
拠
資
料
の
限
定

を
強
く
受
け
た
」
た
め
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
二
説
話
の
説
話
内
容
叙

述
部
分
が
「
旅
行
見
聞
記
と
し
て
の
原
姿
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
、
説
話
部

の
み
を
和
訳
抄
出
し
話
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と
体
裁
を
懲
え
た
も
の
」
に
依
拠

し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
今
昔
物
語
集
の
直
接
依
拠
し
た
も
の

は
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
「
説
話
集
、
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
資
料
」
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
依
拠
資
料
に
今
昔
物
語
集
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
話
末
注
記
部

分
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
そ
の
部
分
に
見
え
る
説

話
内
容
叙
述
部
分
と
の
異
質
性
で
あ
る
。
即
ち
直
訳
的
叙
述
と
源
泉
話
と
の
叙

述
位
置
の
こ
と
な
り
と
(
本
集
話
に
お
け
る
付
加
注
記
的
様
相
)
　
に
つ
い
て
の

異
質
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
依
拠
資
料
が
す
で
に
か
か
え
こ
ん
で
い
た
も
の
と
す

る
見
方
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
点
の
異
質
性

に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
生
ん
だ
い
き
さ
つ
を
依
拠
資
料
へ
の
注
記
と
い

う
視
点
か
ら
考
え
る
必
要
は
尚
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
忠
▼
㌔
地
理
的
記
載
を

冒
頭
以
外
に
も
つ
例
を
、
さ
ら
に
も
う
一
例
あ
げ
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
注
記

が
今
昔
物
語
集
の
時
点
で
付
加
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
材
料
が
あ
る
。

巷
三
「
埋
婆
羅
竜
語
罪
八
」
は
、
乳
酪
を
奉
る
こ
と
を
忘
れ
詰
責
を
受
け

た
牛
銅
が
大
い
に
王
を
怨
み
悪
竜
と
な
っ
て
殺
そ
う
と
し
た
が
仏
が
こ
れ
を
止

め
た
話
で
、
冒
頭
は
、

M
今
昔
、
天
竺
二
一
人
ノ
牛
飼
7
人
有
り
、
国
王
二
乳
酪
ヲ
奉
ル
ヲ
以
テ
役
ト

セ
リ
。

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
地
理
的
説
明
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
他
の
大

唐
西
域
記
・
今
昔
物
語
集
問
の
直
接
関
係
を
否
定
す
る
理
由
-
例
え
ば
、

O

S
其
ノ
時
二
国
王
、
大
二
項
リ
給
テ
、
使
ヲ
彼
ノ
牛
飼
フ
者
ノ
許
二
遺
シ
テ
責

0

ム
ル
コ
ト
王
限
シ
。
(
既
準
軍
馬
)

(
「
詣
責
」
1
1
「
遺
貢
」
を
ふ
ま
え
た
誤
択
U
　
)
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図
枚
ヂ
・
努
メ
、
其
ノ
事
不
可
か
ズ
。

へ
正
法
穏
没
其
事
軋
智
)

(
「
替
」
譚
「
怠
」
を
経
た
討
鞄
)

的
亦
、
若
シ
汝
が
本
ノ
毒
心
筋
時
有
ラ
・
ハ
、
我
が
此
ノ
留
メ
置
タ
ル
影
ノ
像

ヲ
可
見
シ
。

(
汝
若
毒
心
菖
智
当
観
書
留
鞄
)

(
「
怒
」
打
「
放
」
を
経
た
誤
現
)
隼
聞
古
に
よ
る
誤
謬
を
残
し
た
ま
ま

説
話
化
さ
れ
た
資
料
に
依
拠
し
た
た
め
に
本
巣
話
に
存
在
す
る
と
見
ら
れ
、
本

集
が
源
泉
に
直
接
依
拠
し
た
と
す
れ
ば
あ
り
得
な
い
組
鮪
で
あ
る
ー
と
あ
わ

せ
、
本
誌
が
「
話
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と
体
裁
を
懲
え
た
」
説
話
資
料
に
依
拠

し
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

さ
て
、
本
集
話
に
お
け
る
地
理
的
説
明
は
説
話
末
に
も
見
え
な
い
。
源
泉
は

大
唐
西
域
記
巻
二
那
掲
羅
島
国
条
の
一
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
次
の

謝
紺
押
昏
東
‥
讐
胃
辞
劉
剤
対
嘲
矧

崖
石
津
滴
篠
(
瞑
)
径
余
漁
U

こ
の
源
泉
叙
述
は
今
昔
物
語
集
話
の
次
の
部
分
と
対
応
を
示
す
。

飼
‥
‥
与
誓
テ
、
巌
ノ
高
キ
所
二
昇

身
ヲ
學
テ
死
ヌ
。

闘
ノ
如
ク
悪
竜
ト
成

寺
ノ
坤
二
深
キ
谷
有
リ

・
ク
喰
ク
シ
テ
恐

ノ
岸
二
壁
ヲ
塗
タ
ル
様
ナ
ル
高
l
ヰ
石
有
り
。

ノ
ロ
狭
ク
シ
テ
内
極
テ
暗
シ
。

蝉
信
望
㌣
臣
一
㌃
恥

ノ
大
竜
、
其
ノ
咽
ヲ
楢
ト
ス
。

地
理
的
記
載
が
冒
頭
以
外
に
あ
る
場
合
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の

対
応
の
あ
り
様
は
、
意
訳
と
は
い
う
も
の
の
源
泉
の
叙
述
に
即
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
「
伽
藍
」
を
「
[
=
]
寺
」
と
し
て
い
る
あ
た
り
に
両
者
の
近
さ
が
窺
わ

れ
る
。
ま
た
対
応
の
緊
密
さ
に
欠
け
る
③
文
の
場
合
で
も
、
そ
れ
は
先
の
昔
通

・
同
訓
に
よ
る
誤
訳
と
明
ら
か
に
異
な
る
意
訳
と
い
う
べ
き
で
、
む
し
ろ
源
泉

叙
述
に
即
し
た
訳
出
の
工
夫
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
、
こ
の
地
理

的
記
載
部
分
と
そ
れ
以
外
の
依
拠
資
料
を
踏
襲
し
た
と
見
ら
れ
る
部
分
と
の
異

質
性
も
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
右
の
本
隻
語
叙
述
引
用
中
の
波
線
部

に
罷
ら
れ
る
文
の
不
懲
合
で
あ
る
。
「
頃
ノ
如
ク
悪
竜
ト
成
テ
」
が
以
下
叙
述

と
応
じ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
は
、
⑦
「
其
ノ
陶
ヲ
栖
ト
ス
」
に
続
く
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
体
に
今
昔
物
語
集
に
見
ら
れ
る
文
の
不
解
合
は
編
者
の
手
に
か
か
る
場
合

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
放
今
昔
物
語
集
の
不
成
立
、
編
者
の
学
藷
の
そ

れ
程
高
く
な
い
こ
と
等
も
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
一
見
矛
盾
す
る
よ

う
で
あ
る
が
、
依
拠
資
料
と
し
て
確
実
視
さ
れ
る
諸
資
料
と
の
比
較
を
試
み
る

と
わ
か
る
よ
う
に
、
今
昔
物
語
集
は
一
内
容
を
一
文
で
表
現
す
る
説
明
的
な
語

り
口
を
も
っ
て
い
て
、
依
拠
資
料
が
長
文
で
あ
る
場
合
、
屈
折
の
多
い
文
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
い
く
つ
か
の
短
文
に
切
っ
て
叙
述
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
依
拠
資
料
に
文
の
不
懲
合
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
分
断
し
て
そ
れ
ぞ
れ

一
文
と
し
て
叙
述
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
依
拠
資
料
に
な
い
も
の
を
編
者
が
自
ら

加
聾
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
文
の
不
整
合
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
後
日
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再
稿
の
際
手
が
加
え
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
ら

し
い
。
今
昔
物
語
集
の
稿
本
性
も
そ
こ
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
肇
二
第

8
詔
の
場
合
も
こ
の
一
例
と
見
ら
れ
る
。

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
整
合
が
生
じ
た
の
か
。

本
集
話
の
右
の
引
用
場
面
に
対
応
す
る
源
泉
の
叙
述
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

因
願
為
悪
竜
破
国
書
毛
即
趣
石
壁
投
身
而
穐
遂
居
瑚
矧
為
大
竜
毛

両
者
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
本
集
話
叙
述
①
・
⑧
・
③
・
④
・
⑤
・

⑥
・
⑦
は
源
泉
叙
述
の
「
此
窟
」
に
対
応
し
て
い
る
。
本
集
話
叙
述
は
源
泉
記

事
冒
頭
の
地
理
的
説
明
と
叙
述
対
応
す
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
、
「
此
窟
」
を
更

に
詳
し
く
説
明
し
よ
う
と
し
て
源
泉
記
事
冒
頭
の
地
理
的
説
明
を
運
用
も
た
の

が
本
集
話
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
注
釈
意
図
を
い

う
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
依
拠
資
料
に
あ
っ
た
叙
述
、
そ
こ
に
加
筆
が
行
な

わ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
様
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
本
集
話
叙
述
①

～
⑦
を
も
た
な
い
依
拠
督
料
に
対
し
地
理
的
説
明
に
関
す
る
注
釈
意
図
が
働
い

た
こ
と
は
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
文
の
不
縫
合
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

文
の
不
整
合
は
今
昔
物
語
集
編
者
が
依
拠
資
料
に
地
政
的
説
明
を
注
釈
意
図
に

基
き
加
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

本
誌
に
見
ら
れ
る
文
の
不
懲
合
が
編
者
の
地
理
的
注
記
加
筆
の
結
果
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
・
l
そ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
編
者
が
地
理

的
説
明
を
注
釈
と
し
て
依
拠
資
料
に
加
え
る
こ
と
の
あ
っ
た
事
実
を
示
唆
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
今
昔
物
語
集
一
般
に
ど
れ
位
敷
柄
で
き
る
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
先
に
検
討
し
た
巻
四
第
4
謡
・
巻
五
第
2
6
話
に
お
け
る
説

話
末
注
記
部
分
の
存
在
は
こ
こ
で
想
起
さ
れ
て
よ
い
。
説
話
内
容
叙
述
部
分

と
の
叙
述
の
異
質
性
・
地
理
的
説
明
で
あ
る
こ
と
・
源
泉
で
冒
頭
に
あ
る
も
の

を
位
琶
を
か
え
て
用
い
る
こ
と
、
こ
の
三
点
で
三
説
話
の
注
記
部
分
は
共
通
性

を
も
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
編
者
が
依
拠
資
料
に
注
釈
意
図
に
基
き

加
筆
し
七
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
編
者
は
何
に
よ
っ
て
こ
の
注
記
を
行
な
っ
た
の
か
。
注
記
部
分
が
そ
れ

ぞ
れ
源
泉
叙
述
と
直
訳
的
対
応
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
そ
れ
を
大

唐
西
域
記
原
典
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
、
ろ
さ
ら
に
そ
れ
は
、
巻
三
男

8
話
の
語
末
に
次
の
叙
述
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
有
力
な
根
拠
を
得
る
。

佃
唐
ノ
玄
英
三
蔵
ノ
天
竺
二
渡
テ
比
ノ
咽
一
行
テ
其
影
像
ヲ
見
奉
テ
記
シ
置
給

ヘ
ル
也
ト
ナ
ム
語
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

こ
の
注
記
が
今
昔
物
語
集
編
者
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
「
考
を
擴
す
魂
が
、

少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
編
者
が
本
詔
の
出
典
を
大
唐
西
域
記
で
あ
融
と
知
り
得

た
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
導
か
れ
て
原
典
を
見
、
さ
ら
に

は
そ
れ
と
の
対
校
を
経
て
地
理
的
注
記
を
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
昔
物
語
集
編
者
は
、
大
唐
西
域
記
を
源
泉
と
し
伝
承
の
問
に
「
詔
と
し
て

の
ま
と
ま
り
と
体
裁
と
を
撃
え
た
」
姿
を
得
て
依
拠
資
料
に
収
録
さ
れ
て
い
た

説
話
を
、
基
本
的
に
は
踏
襲
し
た
。
た
だ
、
そ
の
説
話
に
出
典
注
記
の
あ
る
場

合
、
或
い
は
自
ら
の
記
憶
で
そ
の
出
処
を
た
ぐ
り
よ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
場
合

に
は
、
依
拠
資
料
に
大
唐
西
域
記
原
典
に
よ
っ
て
地
理
的
説
明
を
注
釈
的
意
図
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の
も
と
に
付
加
し
て
、
説
話
を
本
集
に
定
着
し
た
。
編
者
に
お
い
て
、
大
店
西

域
記
は
「
注
記
用
文
献
」
と
し
て
、
実
際
に
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

依
拠
資
料
に
出
典
注
記
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
れ
に
導
か
れ
、
な
い
場
合
に
は
自

ら
の
記
憶
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
唐
西
城
記
を
源
泉
と
す
る
本
集
話
の

す
べ
て
に
こ
の
営
為
を
組
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
説
話
冒
頭
に
地
名
記
載
を

も
つ
も
の
も
或
い
は
こ
の
営
為
の
結
果
か
と
も
思
う
が
、
根
拠
は
な
い
。

大
唐
西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔
物
語
集
話
の
数
例
に
見
ら
れ
る
源
泉
叙
述

と
の
対
応
の
仕
方
の
一
詔
内
に
お
け
る
異
質
性
は
、
以
上
の
よ
う
な
本
集
天
竺

部
の
説
話
定
着
の
い
き
さ
つ
を
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

5
.
「
注
記
用
文
献
」
大
唐
西
城
記
の
利
用

-
話
材
付
加
・
説
話
配
列
の
参
考
資
料
と
し
て
ー

入
唐
西
域
記
が
、
そ
れ
を
源
泉
と
し
て
「
詔
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と
体
裁
と

を
黎
え
た
」
姿
に
ま
で
変
改
の
加
え
ら
れ
た
依
拠
説
話
に
対
す
る
「
注
記
用
文

献
」
と
し
て
、
今
昔
物
語
集
編
緒
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
き
た
。
私
は
こ
れ
を
、
別
軌
で
述
べ
た
類
型
的
説
話
形
成
に
よ
る
説
話
定

着
と
あ
わ
せ
、
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る
説
話
定
着
の
方
法
」
と
考
え

る
。
そ
の
主
体
的
営
為
を
梅
度
に
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
編
者
の
、
最
低
限
指
摘

し
得
る
と
考
え
る
説
話
集
編
蓑
者
と
し
て
の
技
術
を
、
そ
こ
に
認
め
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
は
、
こ
れ
ら
を
基
礎
に
お
い
て
今
昔
物
語
集
で
編
者
の
な
し
得
た

も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
を
見
定
め
よ
う
と
い
う
の
が
、
私
の
企
て
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
大
唐
西
域
記
が
編
者
の
「
注
記
用
文
献
」
で
あ
っ
た
と
し
た
上
で

い
う
こ
と
の
で
き
る
編
者
の
営
為
を
二
例
あ
げ
る
。

一
つ
は
、
大
唐
西
城
記
が
「
注
記
用
文
献
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
「
詔
材
付

加
」
の
役
割
も
果
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
3
師
に
お
い
て
、
巻
四
第

4
話
に
は
説
話
内
容
叙
述
部
分
(
の
～
抑
段
落
)
に
源
泉
と
直
訳
的
対
応
を
も

つ
詣
材
(
Ⅷ
・
・
㈹
段
落
)
が
あ
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
依
拠
資
料
を
路

盤
し
た
と
見
ら
れ
る
耶
～
腑
段
落
と
異
質
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
こ
に
文
の
不

懲
合
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
㈲
段
落
と
Ⅷ
段
落
の
連
結
点
に
あ

る
。

帥
大
王
巽
キ
悲
ム

ロ
提
樹
ノ
寺
二
一
人
ノ
羅
漢
在
マ
ス
、
名
ヲ
.
ハ
婁
沙
大

人
、
三
明
六
通
明
カ
ニ
シ
テ
、
人
ヲ
利
益
ス
ル
志
、
仏

此
ノ
羅
漢
ヲ
請
ジ
テ
申
シ

菩
提
樹
伽
藍
有
裏
沙
媚
贈
大
阿
羅
嘩
考

弁
知
噸
三
明
畢
穐

諭
し
H
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盲
子
陳
告
其
事
。
)

こ
の
対
応
が
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
冒
頭
の
「

大
王
実
キ
悲
ム
デ
」
虻
以
下
の
文
に
応
ぜ
ず
、
③
文
に
続
く
も
の
の
よ
う
に
見

ら
れ
る
。
文
の
不
魯
合
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
▼
㌔
　
こ
れ
は
依
拠
資
料

の
の
～
㈹
段
落
と
そ
れ
に
な
い
大
唐
西
域
記
詔
材
と
を
曳
こ
う
と
し
た
意
図
に

出
る
「
大
王
実
キ
悲
ム
デ
」
の
加
筆
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
編
者

の
手
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
依
拠
資
料
へ
の
話
材
の
付
加
と
い
う

編
者
の
営
為
も
ま
た
、
看
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
大
店
西
域
記
に
よ
る
注
記
・
話
材
の
付
加
が
本
集
説
話
配
列

に
も
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。



巻
五
「
僧
迦
羅
・
五
首
商
人
、
共
至
羅
剰
国
語
第
二
は
、
五
百
人
の
商
人

と
共
に
南
海
に
漂
流
し
島
の
女
を
妻
と
し
た
倍
迦
経
が
、
女
の
羅
剥
鬼
化
身
で

あ
る
こ
と
を
知
り
観
音
の
助
け
に
よ
っ
て
島
を
脱
出
し
て
後
、
羅
剃
鬼
を
亡
し

島
の
王
と
な
っ
た
話
で
、
巻
五
冒
頭
「
国
王
列
伝
」
十
話
の
最
初
に
配
列
さ
れ

て
い
る
。
実
は
、
こ
の
配
列
を
可
能
に
し
た
の
は
大
唐
西
域
記
に
よ
る
叙
述
の

付
加
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
話
は
大
唐
西
域
記
巻
十
一
倍
迦
羅
国
条
の
一
説
話
を
源
泉
と
す
る
が
、
本

巣
話
は
宇
治
拾
遺
物
偲
第
9
1
話
の
ご
と
き
叙
述
を
備
え
た
説
話
に
依
拠
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
尊
こ
の
こ
と
は
源
泉
・
本
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
の
三
者

に
つ
い
て
叙
狐
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
若
干
の
表
現
上
の
異
な
り

は
国
東
文
麿
邸
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
編
者
の
編
璽
晶
に
準
受
整
備
を
加

え
た
も
の
」
と
見
ら
れ
る
。

一
方
、
本
集
話
と
宇
治
拾
遺
物
語
と
の
決
定
的
な
相
違
は
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話

把
栂
の
あ
り
所
に
見
出
せ
る
。
本
集
話
は
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
国
王
列
伝
と

し
て
把
握
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
宇
治
拾
遺
物
語
の
そ
れ
は
観
音
霊
験
、
鼠
は

祈
請
観
音
功
徳
譚
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
源
泉
に
観
音
の
下
り
が

な
い
こ
と
も
一
証
だ
が
、
何
よ
り
も
宇
治
拾
遺
物
語
話
を
踏
ま
え
た
と
見
ら
れ

る
記
事
が
宝
物
集
(
九
巻
本
)
　
の
「
第
二
に
ふ
か
く
三
宝
を
信
じ
た
て
ま
つ
り◎

て
仏
に
な
る
べ
し
」
項
の
「
大
聖
観
世
音
菩
薩
」
条
に
あ
る
こ
と
は
有
効
で
あ
懲

こ
の
説
話
把
捏
の
相
違
は
説
話
叙
述
の
上
で
の
次
の
二
点
に
お
け
る
差
異
に
′

よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

の
人
名
の
相
違

0

僧
迦
羅
　
(
今
昔
物
語
集
)
・
僧
伽
多
(
宇
治
拾
遺
物
語
)

③
説
話
末
一
段
(
柵
段
落
)
に
お
け
る
叙
述
内
容
の
相
違

然
レ
.
ハ
僧
迦
羅
、
其
ノ
国
ノ
王
ト
シ
テ
一

一
万
ノ
軍
ヲ
引
具
シ
テ
ゾ
住
ケ
ル
。

本
ノ
楢
ヨ
リ
モ
楽
ク
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
其
レ
ヨ
リ
僧
迦
羅
ガ
孫
、
今
二
其
ノ
国

ニ
有
り
。
羅
刹
ハ
永
ク
絶
ニ
キ
。
然
レ
.
ハ
其
ノ
国
ヲ
.
ハ
僧
迦
経
国
ト
云
フ
也

ト
ナ
.
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

(
二
百
人
の
軍
を
具
し
て
、
そ
の
国
に
ぞ
住
け
る
。
い
み
じ
く
た
の
し
か
り

け
り
。
今
は
僧
伽
多
が
子
孫
、
か
の
国
の
主
に
て
あ
り
と
な
ん
申
つ
た
へ
た

る
。
)

で
あ
る
。
そ
し
て
②
の
部
分
、
大
唐
西
域
記
に
は
、

∽
招
募
黎
庶
遷
居
宝
判
建
都
築
邑
遂
有
国
正
馬
因
以
王
名
而
為
国
号
。

と
あ
る
。
国
王
列
伝
と
し
て
の
説
話
把
癌
が
源
泉
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が

わ
か
る
。
依
拠
資
料
で
観
音
霊
験
功
徳
譚
で
あ
っ
た
説
話
を
、
大
唐
西
域
記
の
記
事
に

基
き
、
僧
伽
多
を
「
僧
迦
羅
」
に
改
め
、
語
末
に
叙
述
を
付
加
・
加
筆
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
昔
物
語
集
は
国
王
列
伝
説
話
に
し
た
。
そ
「
牢
こ
の
営
為
を

経
て
、
巻
五
第
1
詔
の
配
列
位
置
も
又
・
得
る
こ
と
に
な
っ
砲
こ
の
よ
う
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
大
唐
西
域
記
に
よ
る
注
記
・
器

材
の
付
加
が
本
集
説
話
配
列
に
も
関
係
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
u
そ
こ

に
編
者
の
説
話
定
着
の
際
の
説
話
配
列
と
関
連
を
も
つ
営
為
を
う
か
が
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
諸
先
達
の
勧
所
論
の
読
み
と
り
に
誤
り
が
な
い
か
ど
う
か
、
又
瞥
▼
料
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の
扱
い
方
が
適
当
か
な
と
不
安
が
な
く
も
な
い
が
、
大
方
の
初
叱
正
を
仰
ぐ
こ

と
と
し
て
筆
を
お
く
こ
と
に
す
る
。

(
注
)の森
正
人
氏
「
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
の
間
」
　
(
国
語
と
国
文
学
、
昭

5
0
・
1
2
)

は
寒
河
江
実
氏
「
今
苦
物
語
集
の
文
体
と
出
典
に
関
す
る
一
考
察
-
特
に
巻

四
、
五
に
お
け
る
和
文
脈
要
素
の
混
在
に
つ
い
て
ー
」
　
(
語
文
、
昭
3
9
・

3
)

印
山
口
佳
紀
氏
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
-
仮
名
書
自
立
語
の
意
味
す

る
も
の
ー
」
　
(
国
語
と
国
文
学
、
昭
4
3
・
8
)

㈹
注
Ⅲ
と
同
じ
。
以
下
諸
理
由
の
籾
か
ら
用
は
す
べ
て
同
氏
説
に
よ
る
。

㈲
注
目
と
同
じ
。

㈲
大
唐
西
域
記
本
文
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
一
巻
所
収
の
も
の
を
用
い

た
。
引
用
に
際
し
、
旧
漢
字
体
は
新
漢
字
体
に
改
め
校
異
は
括
弧
で
示
し

た
。
尚
、
中
田
祝
夫
氏
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
-
訳
文
篇
』
に
石
山

寺
本
の
本
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
あ
る
巻
(
一
二
二
・
四
・
五

・
七
)
に
つ
い
は
そ
ち
ら
を
用
い
た
。
ま
た
、
今
昔
物
語
集
本
文
は
日
本

古
典
文
学
大
系
を
用
い
た
が
、
旧
漢
字
体
は
新
漢
字
体
に
、
分
書
き
は
一

行
に
改
め
た
。

用
九
巻
本
宝
物
集
五
、
本
文
は
古
典
文
庫
本
(
撃
)
に
よ
っ
た
。

㈹
石
山
寺
本
で
「
唱
又
始
経
国
」
の
「
哩
」
に
、
〕
夕
反
」
の
傍
注
が
付
さ

さ
れ
て
い
る
C

㈱
石
山
寺
本
で
の
ほ
「
城
外
東
南
-
山
之
陰
」
と
あ
り
、
「
陰
」
に
は
「
キ

タ
」
の
傍
訓
が
あ
る
。

0
0
注
の
と
同
じ
。

帥
同
様
の
出
典
底
記
は
今
昔
物
語
集
巻
五
第
3
1
謡
の
関
係
説
話
で
あ
る
打
開

集
第
2
0
詔
、
宇
治
拾
遺
物
語
第
1
m
謡
に
も
見
え
、
本
壕
独
自
の
も
の
と
い

え
な
い
。

⑩
宮
田
尚
氏
「
今
昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
-
そ
の
交
渉
を

め
ぐ
っ
て
ー
」
　
(
国
文
学
研
究
-
梅
光
女
院
大
1
3
)
　
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
大
慈
愚
寺
三
蔵
法
師
伝
の
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
説
話

が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
注
記
を
説
話
に
つ
い
て
の
も
の
と
見
て

大
所
西
域
記
を
指
す
七
見
る
。

個
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る
説
話
定
着
の
一
方
法
-
類
型
的
説
話
の

検
討
-
」
　
(
国
文
学
牧
8
3
号
・
昭
5
4
)

細
片
寄
正
義
氏
芸
1
昔
物
語
集
の
研
究
上
』
第
二
編
第
二
章
第
五
節
臼
(
5
1
3

ペ
)
　
(
昭
1
8
)

個
「
今
昔
物
語
集
と
扶
桑
略
記
」
　
(
国
文
学
研
究
、
昭
盈
・
8
)
。
尚
、
そ

こ
で
氏
は
、

相
似
点
を
相
当
強
く
指
摘
し
う
る
と
こ
ろ
の
相
似
説
話
に
あ
っ
て
は
、

宇
治
拾
遺
の
姿
の
も
の
　
(
説
話
表
現
)
が
今
昔
の
そ
れ
よ
り
「
よ
り
以
前

の
姿
(
説
話
表
現
)
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
㌫
∵

個
「
大
聖
勧
世
音
菩
薩
は
、
極
楽
に
は
弥
陀
左
脇
の
弟
子
、
裟
婆
に
は
施
無
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罠
の
ば
さ
つ
な
り
。
身
を
三
十
三
に
変
じ
て
、
十
方
の
衆
生
を
み
ち
ぴ
き
、

か
た
ち
を
六
趣
に
現
じ
て
、
鞍
欝
群
類
を
す
く
ひ
穐
身
は
ら
せ
つ
女

の
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
ど
も
、
心
に
念
ず
れ
ば
な
ん
も
な
く
、
〔
命
は
〕
せ

ん
だ
ら
が
ほ
こ
に
の
ぞ
め
共
、
お
も
ひ
を
か
く
れ
ぱ
く
を
ま
ぬ
か
る
。
定

業
よ
く
て
ん
じ
、
大
悲
苦
に
か
は
り
給
ふ
。
」
　
(
古
典
文
庫
本
、
忽
ペ
)

的
巻
五
第
2
謡
は
第
1
話
源
泉
記
事
直
前
の
記
事
を
源
泉
と
す
る
説
話
で
、

第
1
話
の
場
合
と
同
様
の
い
き
さ
つ
を
経
て
本
集
に
定
着
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
が
、
他
に
関
係
説
話
が
見
出
せ
な
い
の
で
今
は
括
ノ
㌔

(
付
記
)

本
稿
は
、
昭
和
5
3
年
度
提
出
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

-
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
-
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